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1．情報化施工技術委員会活動について

東北支部では，平成 25 年度（平成 26 年 2 月 17 日）
に東北地方における情報化施工の普及と促進を目的と
して，情報化施工技術に関連する民間企業で構成する
「情報化施工技術委員会」を設立して，建設産業に関
わる民間企業及び公共工事発注者に対して，セミナー
等を中心として情報化施工技術の啓蒙活動を実施して
いる。
委員会の運営は，東北支部を事務局として，構成委
員の中から委員長および副委員長を選定すると共に，
東北地方整備局のオブザーバ支援を受け，具体的な活
動内容やセミナー運営を実現している。
平成 27 年 7 月現在における委員会の参加企業は 18
社となっている。
・測器関連メーカ　　　　　3社
・建機メーカ　　　　　　　3社
・建機・測器レンタル企業　7社
・建設系ソフトウェア企業　2社
・衛星測位データ配信企業　1社
・建設施工会社　　　　　　2社

2．活動内容と方針

実質的な委員会活動は，平成 26 年 2月 17日に第 1
回委員会を開催して委員会活動方針および活動内容を
議論し，初年度（平成 26 年度）の活動を「各県での
情報化施工セミナー実施」と「現場見学会実施」とす
ると共に，従来，東北地方整備局から施工技術総合研
究所が依頼を受けていた情報化施工に関する職員研修
（以下発注者研修という）における講師を東北支部が情
報化施工技術委員会メンバーから派遣することとした。
また，平成 27 年度については，現場見学会を除い
て平成 26 年度と同様の活動を実施する事に加えて，
中小規模施工会社の経営者及び幹部職員に対する啓蒙
活動（以下TOPセミナーという）と，建設系工業高
校に対する教育計画を（以下工業高校生向け教育とい
う）検討している。

鈴木　勇治

情報化施工技術委員会活動報告 
東北支部

JCMA支部報告

（1）情報化施工セミナー
情報化施工関連のセミナーは各企業や団体等が独自
に多く実施されているが，当委員会で実施するセミ
ナーについては企業の技術や特色に偏ることなく中立
的な立場で説明することを基本として，対象者も限定
することなく，建設産業に関わる施工会社をはじめと
して様々な職種の技術者を対象とするため，一般的な
情報に加えて情報化施工技術を活用する場面での留意
点等，具体的な技術情報についても説明を行うものと
している。
このため，セミナー受講者の職種によっては，不要
な情報であると思われる事項として捉えられる場合も
あるが，総合的に一連の作業を知ることで各作業の必
要性や重要性を認識して頂けるものと考えている。セ
ミナーの説明対象は，活用件数が多い技術として「トー
タルステーション（以下TSという）出来形管理」，「締
固め管理」，「マシンコントロール（以下MCという），
マシンガイダンス（以下MGという）」のほか，情報
化施工と直接関連する「衛星測位」についても実施し
ている。
開催地については，東北 6県の各県主要地での開催
を基本として考えているが，当委員会開催のセミナー
については，受講者数の確保を第一目標とするもので
はなく，セミナー等が多く開催されない地域において
開催することで，各種セミナー等に参加することが困
難な地域で開催することで広く啓蒙ができるものと考
えている。
また，セミナーでは平成 26 年 3 月に発刊した「情
報化施工デジタルガイドブック」を標準的なテキスト
として採用している。

（2）発注者研修
東北地方整備局が主催する情報化施工に関する職員
研修は，各種情報化施工技術の説明に加えてTS出来
形に関する測量実習が行われてきている。この測量実
習は出来形管理用TS搭載実機を利用し，職員自らが
計測体験を実施する方針とされているため，実施に当
たっては企業の協力が不可欠であった。
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このため，民間企業で構成される当委員会が講師を
務めることで，TS実機をࠐͪ࣋Ήことが容қとなる
ことに加えて，現場で実ࡍにࢦಋにあたっている各企
業社員による具体的な説明が可となΓ，よΓ現実的
な内容の実習を実施することができた。

（3）TOPセミナー
情報化施工の啓蒙活動にදされるセミナー等は，
工事受注者である施工会社をはじめとする建設施工関
連企業に広くप知し，公ืによΓ参加者をืूしてい
る。ͦのため，セミナー参加者のେは企業内で実務
を୲当する職員であΓ，またセミナー参加に༩され
る CP%，CP%S ୯位औಘをظして参加される場合
もある。
このことで，情報化施工技術を実務者にप知すると
いう目的はあるఔ度ୡ成することが出来るが，企業内
で経営的なܾ定ݖを༗さない職員に対して৽たなる技
術ಋೖに関する説明を実施しても普及֦େޮՌは小さ
いと考えている。
以্のことから，中小規模施工会社経営者および幹
部社員にয点をߜった情報化施工のಋೖに関する啓蒙
活動を実施することで，よΓ直接的な普及֦େがਤれ
るものと考えている。
具体的な活動方針としては，情報化施工技術のಋೖ
ޮՌ及びক来的な必要性を，対象者に説明する方針で
ある。

（4）工業高校生向け教育
গࢠ高ྸ化社会のӨڹによるਓࡐ不は建設産業に
おいてਂࠁな՝であΓ，特に中小建設施工会社にお
いては会社のଘଓにわるة機的なঢ়گをܴޙࠓえる
ことになると༧測されている。
会社のଘଓには৽たなਓ員をܴえて現ঢ়ҡ࣋，҃い
はڝ૪に生きൈくために現ঢ়以্の成Ռを生Έ出すこ
とが必要になるが，これからの৽ଔ者はٻਓഒが高
くなΓݸਓの選ࢶが૿えていく中で，3,とݺれ
ている建設産業（特に施工会社）のब職はす
ることが考えられる。また，৽規ଔ業者はとΓあえͣ
ઐとしていた学Պに関する企業にब職した場合で
も，社会にೃછΉに従いผの選ࢶを選定して職
が高くなることも༧測される。
ް生࿑ಇলࢿྉによると，高ଔ者で 5�ˋ，େଔ
で �5ˋ，େଔ者で 3�ˋఔ度が 3年目以内に職して
いる。特に工業高校生については，ଔ業࣌での選ࢶ
がڱいこととେ学生とൺֱすると明確な目的意識がബ
いことで，「とΓあえͣब職する」という向がある

ことは൱めない。
職のܰݮとਓࡐ確保に対して情報化施工技術が
ޮՌを生Ήと考える事項は，एख職員がັ力ある職種
を作ることと，作業࣌間と作業ෛ୲をܰݮすることで
あると考える。
情報化施工技術は，これまでの建設施工の方๏とม
わって，PC技術，௨信技術なͲ *CTを多く活用する
事になΓ，データ作成と管理，機器設定，ૢ作，保क
管理なͲ様々な場面で *CT 機器を活用するため，
*CT 機器ྨのૢ作において᪳することなくऔΓ
Ή技術者が必要となる。ޙࠓの৽ଔ者はߋに *CT 知
識を༗するएखが૿加することは当વ༧測されること
から，このような৽ଔ者をܴえるڥを整備すること
が重要となる。
また，ଞ産業とൺֱしてब業࣌間が長く一ਓ当たΓ
のෛ୲がେきい場合も職の૿加を生ΉݪҼとなる
ため，必要な部ॺにదਖ਼なਓ員数を確保することが
まれる。
当委員会の活動においてこれらの՝に対してد༩
できることとして，企業に対して情報化施工技術のಋ
ೖޮՌと必要性を説明することに加えて，デメϦット
をܰݮさͤるための対ࡦ事ྫ等をप知すると同࣌に，
建設系工業高校在学生及び教員に対して教Պの中にऔ
Γೖれて教育可なࢿྉを作成し，必要にԠじて実習
等を開催することを考えている。

ਤᴷ �　৽ֶنଔऀͷब৬ऀͱ �·Ͱͷ৬ऀ
ʢްੜ࿑ಇলϗʔϜϖʔδࢿྉΑΓൈਮ��ʣʣ

ਤᴷ �　৽ֶنଔऀͷ �·Ͱͷ৬
ʢްੜ࿑ಇলϗʔϜϖʔδࢿྉΑΓൈਮ��ʣʣ
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工業高校生を対象としたࠜڌは，ए年が理ղ可
なࢿྉを作成することで，多様な年と広ൣғな建
設系技術知識保༗者に対Ԡ可になるとの考えであ
る。
なお，高校生向けࢿྉの作成では当協会中部支部の
協力をಘて実施する計画である。

3．情報化施工セミナー実施報告

（1）受講者の分類
これまでは東北各県 1Օ所での開催としておΓ，平
成 26 年度は委員会独自の主催として，委員会設立直
間にセミナーを開催するこظまでのظから工事ൟޙ
とを計画していたため，広報のظ間がくप知が行き
ಧいていなかったものと思われる。このことから，平
成 27 年度には東北地方整備局と東北建設業協会連合
会との共催として，広くप知を行うと共に広報ظ間を
ेに確保して実施したことから，受講者数の૿加に
。がったものと考えているܨ
セミナーの内容については྆年度でେきくมえるこ
となく，情報化施工技術の֓要と各要ૉ技術及び運用
までを説明すると共に，情報化施工技術の運用には欠
かすことが出来ない「衛星測位」に関しての説明を実
施した。
受講者は建設業（施工会社）がશ受講者の 6ׂを
め，࣍いで建機レンタル業となっておΓ，年ྸでは
3� ʙ �� が多く，現場管理技術者が多いことから，
技術者育成という؍点では目的にԠじているが，これ

らの年は CP%S Ϣχットのऔಘが必ਢとなってい
るため，Ϣχット数の多いセミナー等に可な限Γ参
加しているという現実もあると考えられる。

（2）アンケート集計結果
セミナーでは，受講者に対してアンέートを実施し
て，説明内容の向্及びセミナー開催্の参考として
いる，平成 26 年度と 27 年度アンέート݁Ռをू計し
て以下にࣔす。
（B）講習内容の事લ保༗知識
東北支部では平成 2� 年度から情報化施工の技術者
育成に力をೖれ，ۙ࠷では情報化施工技術関連企業で
も独自に数多くのセミナーをશࠃ的にల開しているこ
とと，情報化施工技術を実施している施工者も数多く
あることから，情報化施工というキーϫードと技術の
֓要については広くप知されてきているが，特に中小
の建設施工会社では実施経験者がগないため，શ体的
に「Կとなく知っている」ఔ度の知識保༗者が多く，
中にはまͩ「知らなかった」との回もあるため，ਖ਼
しい知識をえるという意ຯでセミナー活動をଓける
必要性がେきいと考える。
また，当情報化施工技術委員会の構成は民間企業が
ूまって活動していることから，偏った情報ではなく
総合的見ղで一般的な情報をえることが出来る৫
であると認識している。

දᴷ �　ηϛφʔडऀߨ

ౡ県 県ٶ 形県ࢁ ख県ؠ ळా県 ੨県 合計

開催地
)26 ࢁ܊ ઋ 形ࢁ Ԭ ळా ੨

)27 ࢁ܊ ઋ ถ Ԭ ळా ീށ

受講者数
（ਓ）

)26 3� 28 �� 37 �1 5� 23�

)27 51 78 33 52 51 2� 285

දᴷ �　ΧϦΩϡϥϜ

ਤᴷ �　डऀߨͷ৬छ

ਤᴷ �　डऀߨͷྸ
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（C）ௌ講内容の理ղ度
セミナーを受講した݁Ռの理ղ度は，説明ࢿྉや説
明方๏等の݁Ռをөしているものであるが，࣌間
でͲのఔ度ڵຯをけることが出来たかというղੳに
ಡΈସえることが出来るものであるが，受講者の職種
と保༗知識によΓ理ղ度はେきくかれるものと考え
ている。当セミナーではશ体的に「;つう」という回
が数ۙく締めているので「なΜとなくฉいていた」
という݁ՌがӐえるが，「よくかった」との回も
গなくないと思われ，ޙࠓは「よくかった」を૿加
さͤていくことを目標として，各会場のアンέートৄ
ྉ，説明方๏等を向্さͤる事ࢿにੳして，説明ࡉ
にऔΓΉ。

（D）ௌ講による技術向্のد༩
技術向্のد༩については，受講者の技術向্に
༩できたかの定と受講者のຬ度であると捉えるد
ことができる݁Ռである。この݁ՌはશՊ目平ۉ的な
ׂ合でࢄしていることから，あるఔ度の要には対
Ԡできていると考えられるが，中でも，一般技術とさ
れた TS 出来形管理と，衛星測位について見ると，
TS 出来形管理は平成 2� 年度よΓ標準管理ख๏とさ
れているにもわらͣ，まͩ本֨的に広く利用されて
いないか，理ղ度がいのではないかとਪ測できる。
また，衛星測位については，トϥブル発生࣌の連བྷ
ઌさえ確保しておけ特に知識を༗していなくても活

用できる技術で，受講者に直接的な技術が要ٻされる
ものではないため，これまでセミナー等でもऔ্͛る
έースはগなかったと思われるが，当セミナーにおい
ては，情報化施工技術の測位場面では欠かすことの出
来ない基ૅ知識であるとஅし，1つのとして説明
を実施しておΓ，গなくともͦの成Ռが༗るとஅし
ている。
（E）セミナー開催χーζ
のセミナー等の活動において，参加者のχーζޙࠓ
にԠえた内容とすることはू٬数を૿やすことを考え
ると必要なことである。特に要が高い内容は，現場
見学会で，࣍いでTS出来形管理となっている。この
ことは，現場見学会はՔ動している現場での活用方๏
と実機が確認できる利点が༗るが，CP%S 必要Ϣχッ
ト確保のための参加ということであれ，࠲学よΓも
ָな࣌間をաͤ͝るという現実もある。また，TS出
来形管理については，一般化されたものの্खに利用
できていない，あるいはಋೖしなけれならないがޙ
回しにしているなͲの理༝で，本֨的にऔΓΈたい
という࢟をӐうことが出来る。

4．発注者研修実施報告

東北地方整備局が主催する情報化施工に関する職員
研修における，講師派遣依頼を受けての活動内容をࢦ
すものである。主な説明内容はTS出来形管理に関す

ਤᴷ گલอ༗ࣝͷঢ়ࣄ　�

ਤᴷ �　ௌߨ༰ͷཧղ

ਤᴷ �　ௌߨʹΑΔٕज़্ͷد༩

ਤᴷ �　ηϛφʔ։࠵χʔζ
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る要ྖղ説，設計データの基ૅ知識ղ説�及び TS 出
来形管理の計測実習である。
この研修で受け࣋つൣғで主となることはTS出来
形管理の計測実習で，出来形管理用TSを 3セット࣋
Έ，൝ฤ成によΓ受講者が直接的にTSをૢ作しࠐͪ
て計測体験を行うものである。この体験によΓ実ࡍの
現場立会い࣌に実施する内容の確認さͤている。
具体的には，ਖ਼しく出来形管理計測が実施されてい
ることを確認するखஈとして，測量器がਖ਼確に設ஔさ
れていること，ਖ਼規な測量方๏で計測が行われている
こと等，管理要ྖのه載内容に従って実務的な内容を
説明している。この様な計測実習を実施しているഎܠ
には，測量機器に׳れていない，あるいは測量の基ૅ
知識を༗していない職員に対しても，実機を活用する
ことで作業内容のイメージを確認することが可とな
る。
なお，平成 27 年度には東北技術事務所所༗のMG
搭載ԕִૢॎࣜ༉ѹショϕルを利用して，MGの基ૅ
知識と，ࡂ෮چに対ԠするMG技術の説明を行う
ことで，ࡂ発生࣌の対Ԡஅにد༩できると考えて
いる。研修講師派遣依頼には，ޙࠓとも対Ԡしていく
方針であるが，東北地方整備局の研修のΈに留まらͣ，
各地方の主要事務所においても可な限Γ情報化施工
技術講࠲を実施していきたいと考えている。

5．情報化施工現場見学会開催報告

平成 26 年度には，当協会本部が事務局となってい
る「情報化施工員会」෮ڵ支援ϫーキンά（以下8G
という）との共催によΓ，ؠख県ࢢݹٶにおいて8G
が支援を行っているಓ࿏工現場にて見学会（現場実
技講習会）を実施した。実施内容は現場にಋೖしてい
るMCブルドーザ，MGバックϗウ（衛星測位とTS

測位），締固め管理，TS 出来形管理，ωットϫーク
衛星測位の֓要を説明すると共に実機の見学及びૢܕ
作を実施した。
参加者は，ࡾ地方で෮ڵ工事を実施している施工
者を中心とする �� ໊ͩった。

6．今後の情報化施工セミナー開催方針

当委員会はセミナー等の活動を中心としてޙࠓも東
北管内でల開することを基本としておΓ，一民間企業
では実施困難な内容，中立的立場でセミナー実施内容
を検討していきたい。
特に，現場見学会は発注者と連ܞして実施すること
が必要不可欠となるため，委員会の特色をલ面に出し
て活動できる内容にऔΓΉことが重要であΓ，また，
各地方ࢢ部での開催として受講者数を৳すことよ
Γ，年ຖに開催地をมߋして広くप知していくことが
重要であると考えている。
�

ʬߟࢀจݙʭ
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